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２０２３年９月２６日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 

【お問合先】 

大阪商工会議所 総務企画部（野間・竹久） 

ＴＥＬ：０６－６９４４－６３０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な要望項目】 

Ⅰ 万博のレガシーを見据えた大阪の成長戦略の策定 
○成長戦略の策定【新規】（4ページ） 

・万博のレガシーを見据え、２０２５年以降の大阪経済がめざす姿とそれに向け

た取り組みを成長戦略として、公民連携で策定 

 

○「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興【新規】

（5ページ） 

・成長産業や大阪が強みを持つ産業のイノベーション創出・共創支援と、それら

が大阪に集積するための産業拠点やインフラ整備、さらに企業等の進出支援策

の、公民による一体的な振興 

 

○万博のレガシー創出【新規】（6ページ） 

・万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」、コンセプト「未来社会の実

験場」を継承・発展させ、大阪の成長に資するレガシーの創出 

 

 

○大阪商工会議所は、このたび、「大阪府・大阪市の２０２４年度予算等への要望」

を取りまとめ、本日付で、吉村洋文・大阪府知事、横山英幸・大阪市長に建議

する。 

○大阪府･大阪市が予算策定作業に着手するこの時期に、予算・税制等の包括的な

要望を毎年行っているもの。 

○２０２５年大阪・関西万博後も大阪が成長発展を継続できるよう、万博のレガ

シーを見据えた大阪の成長戦略を策定し、「成長産業」とその集積を促す「拠点

整備」「進出促進」の一体的な振興を求めている。 

○また、次世代技術を活用した新たなビジネス分野への参入支援、大阪城東部地

区におけるリビングラボの実現、大阪パビリオン中小企業・スタートアップ出

展者への支援強化等、全２６項目（うち新規要望は１６項目）を要望する。 

大阪府・大阪市の２０２４年度予算等への要望について 

記 者 配 布 資 料 
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Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興 
○次世代技術を活用した新たなビジネス分野への参入支援【新規】（8ページ） 

・開発を支援する技術分野の拡充（現状は環境分野等の一部に限定） 

・製品化のための支援 

 

○メドテック関連スタートアップの国際連携によるエコシステム構築支援【新規】 

（10ページ） 

・大阪府、大阪市のメドテックアクセラレーション事業への参画 

・「デジタルヘルスファンド大阪」との橋渡し 

・２０２５年に大阪でメドテック発掘イベントの開催 

 

○大阪パビリオン中小企業・スタートアップ出展者への支援強化（11ページ） 

・製品開発費の支援や出展料補助 

 

○大阪城東部地区におけるリビングラボの実現【新規】（12ページ） 

・大阪・関西万博の「未来社会の実験場」というコンセプトを引き継ぎ、まち全

体で実証実験を展開し、新たな価値・ビジネスを創出する「リビングラボ」と

してのまちづくり 

・大阪府・大阪市・大阪公立大学・支援機関等との連携によるイノベーション誘

発拠点の設置 

・マーケットサウンディングをふまえた事業者公募の条件整備 

 

○万博を契機とする外国企業とのビジネス交流促進のための体制整備【新規】 

（16ページ） 

・大阪・関西万博を機に、中小企業の海外展開や海外企業との貿易をより一層促

進するため、各国企業団の訪問（ミッション）受け入れやビジネス交流等を行

う、大阪府、大阪市、国、経済団体による連携体制の構築 

・各主体が分担連携しながら、世界各国とのビジネス交流の推進が図れるよう、

２４年度、２５年度と取り組みを拡大 

 

Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上 

○食のまち・大阪のブランド向上と観光振興【新規】（19ページ） 

・大阪・関西万博を機に、サステナブルの視点をふまえた新たな食基準の打ち出し 

・大阪ヘルスケアパビリオンで、同基準による創作料理を披露・提供する機会の創出 

・大阪のまち全体を巨大なバルにみたて、様々な拠点の多様な食の魅力発信 
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○万博開催時のまちなかの取り組みを一体的に発信する仕組みの構築 

【新規】（21ページ） 

・万博開催時に、公民連携でまちなかの取り組みを一体的に発信する仕組みを、

24年度から設置 

・様々な主体による取り組みの情報収集、エリアマネジメント団体とアイデア・

コンテンツを持つ団体とのマッチング 

・万博のテーマにつながる取り組みや都市魅力を効果的にアピールできる編集と

一体的な発信 

 

○グレーターミナミ構想実現に向けた取り組みの推進（22ページ） 

・大阪全体の経済発展、地域活性化のため、各種施策において「グレーターミナ

ミ（※）」の考え方を盛り込むなど連携の強化 

※大阪府南部地域（泉州・南河内エリア）と大阪都心南部（難波、新今宮、阿倍

野・天王寺・上本町エリア）を一体的な都市経済圏「グレーターミナミ」と位

置付け 

 

Ⅳ 中小企業の支援強化 

○小規模事業経営支援事業費補助金の増額（29ページ） 

・大阪府が商工会議所・商工会へ交付する小規模事業経営支援事業費補助金の補助

単価の引き上げとその予算総額の増額 

 

 

以 上 

 

＜添付資料＞ 資 料 １：大阪府・大阪市の２０２４年度予算等への要望 

参考資料：大阪府小規模事業経営支援事業費補助金に関する要望 



大阪府・大阪市の
２０２４年度予算等への要望

資料１



大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 1

 大阪の成長に向け、大阪府・大阪市・大阪商工会議所は連携して、まちづくりや都市魅力、
万博誘致、インフラ整備等、多方面で大きな成果をあげてきた。これをベースに、万博後
も大阪が成長発展を継続できるよう、成長支援・産業振興のさらなる強化が必要である。

 そのためには、万博後の大阪の都市像を公民で共有し、万博前から万博後を見据えた段階
的な事業展開を推進するとともに、「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促
進」の一体的な振興が求められる。

 大阪商工会議所としても、２０２３年度から３カ年の中期計画「挑戦都市やってみなは
れ！ 大阪プラン」において、ウエルネスや都市魅力等の大阪が強みを持つ分野で、異分
野・異業種等との連携による国際競争力の強化を支援するとともに、万博のコンセプトで
ある「未来社会の実験場」の実現に向け、中小企業や若者、スタートアップの挑戦を後押
ししているところである。

 大阪府・大阪市におかれては、経済界との連携・協働を一層強化いただき、２０２４年度
の重点施策、予算の策定に際して、以下の諸点に特段の配慮が払われるよう要望する。



大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 2

Ⅰ 万博のレガシーを見据えた
大阪の成長戦略の策定

１．成長戦略の策定 ★
２．「成長産業」とその集積を促す

「拠点整備」「進出促進」の
一体的な振興 ★

３．万博のレガシー創出 ★

Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す
「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

１．成長産業

（1）次世代技術を活用した
新たなビジネス分野への参入支援 ★

（2）ウエルネスビジネス創出支援
（3）メドテック関連スタートアップの

国際連携による
エコシステム構築支援 ★

（4）大阪パビリオン
中小企業・スタートアップ出展者への
支援強化

２．拠点整備

（1）大阪城東部地区における
リビングラボの実現

（2）スーパーシティ区域計画の策定 ★

３．進出促進

（1）実証事業都市・大阪の
実現に向けた施策拡充

（2）大阪外国企業誘致センター
(Ｏ－ＢＩＣ)の機能強化

（3）万博を契機とする外国企業との
ビジネス交流促進のための
体制整備 ★

（4）企業立地・投資促進に向けた
税制優遇・補助金等による
支援強化 ★

Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

１．食のまち・大阪のブランド向上と
観光振興 ★

２．宿泊税を活用した万博来訪者の
受入環境整備・戦略的な
プロモーション推進 ※ ★

（1）万博開催時のまちなかの取り組みを
一体的に発信する仕組みの構築 ★

（1）グレーターミナミ構想実現に
向けた取り組みの推進

（2）公共空間の利活用促進に向けた
試行実験の推進

４．商店街の活性化

（1）商店街店舗の魅力向上支援
（2）商店街再生事業実行委員会に

よる事業推進 ※※ ★
（3）商店街振興組合の

環境整備事業への支援
（4）スマートフォンを活用した

集客の促進 ★

Ⅳ 中小企業の支援強化

１．小規模事業
経営支援事業費補助金の増額 ※

２．健康経営の推進支援 ★
３．外国人材の活躍支援 ★
４．中小企業とサプライチェーンを守る

サイバー攻撃対策支援の強化 ★

◎全２６項目、うち新規（★）１６項目
※：大阪府のみへの要望
※※：大阪市のみへの要望

３．都市魅力再構築



Ⅰ 万博のレガシーを見据えた
大阪の成長戦略の策定

3



Ⅰ 万博のレガシーを見据えた大阪の成長戦略の策定

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 4

• 2020年に策定された「大阪の再生・成長に向けた新戦略」の目標年は
2025年。それ以降の戦略がない

現 状

要望内容

○万博のレガシーを見据え、2025年以降の大阪経済がめざす姿とそれに向け
た取り組みを成長戦略として、公民連携で策定

★



Ⅰ 万博のレガシーを見据えた大阪の成長戦略の策定

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 5

要望内容

○ 成長産業や大阪が強みを持つ産業のイノベーション
創出・共創支援と、それらが大阪に集積するための
産業拠点やインフラ整備、さらに企業等の進出支援
策の、公民による一体的な振興

コンビネーションで
一体的に振興

成長産業 拠点整備

進出促進

★



Ⅰ 万博のレガシーを見据えた大阪の成長戦略の策定

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 6

要望内容

○万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」、コンセプト「未来社会
の実験場」を継承・発展させ、大阪の成長に資するレガシーの創出

・「未来社会デザインラボ」（仮称）の設置

成長産業の育成に向け、産学連携やスタートアップ支援を集中的に実施

テーマに応じて複数のラボを万博前から設置し、各拠点のネットワークを構築

うめきたラボ：ウエルネス産業振興、スタートアップ育成

森之宮ラボ：産学連携（大阪公立大学と連携）

・万博開催時のまちなかでの様々な取り組みを一体的に発信する公民連携の枠組みの構築

★



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す
「拠点整備」「進出促進」の

一体的な振興

7



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望

• 人工知能、新エネルギー、新モビリティ等の
次世代技術を活用し新ビジネス創出を支援す
る「次世代テックフォーラム」「メタバース
ビジネス推進プラットフォーム」を設置

現状・大商の取組

要望内容

○開発を支援する技術分野の拡充（現状は環境分野等の一部に限定）

○製品化のための支援

8

★

7月に「次世代テックフォーラム」を設立
２５０人が参加



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望

• 大阪ヘルスケアパビリオンの中小企業・スタート
アップ展示ゾーンの企画と連動させ、異業種連携
によるウエルネスビジネス創出を支援。全国から
関心企業が参画

大商の取組

要望内容

○大阪でのウエルネスビジネス創出に向け、
市民・府民を対象とする実証機会の提供

○実証のための費用補助

9

7月に実施したイベント「未来の
ウェルネス実装ネットワーキン
グ」には、全国のスタートアッ
プ150社が参加



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望

• メルボルンのスタートアップ支援組織と連携し、日本、
豪州、シンガポール、インドのネットワークで、メド
テック分野のスタートアップの発掘・育成を支援

大商の取組

要望内容

○ 大阪府、大阪市のメドテックアクセラレーション事業
への参画

○ 「デジタルヘルスファンド大阪」との橋渡し

○ 2025年に大阪でメドテック発掘イベントの開催

10

★



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望

• 大阪産業局とともに、中小企業・スタートアッ
プ展示ゾーンを企画運営。2023年度に出展企業
決定、2024年度に展示内容具体化

大商の取組

要望内容

○製品開発費の支援や出展料補助（東大阪市には同様の制度あり、開発支援
上限100万円補助率1/2、出展料補助上限25万円補助率1/2）

11



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 12

• 2025年の大阪公立大学森之宮キャンパスの開所を機に、イノ
ベーション・フィールド・シティを目指してハード整備が進む

• 大商と大阪公立大学は、関心企業とともに空間活用について検
討中

現状・大商の取組

要望内容

○ 大阪・関西万博の「未来社会の実験場」というコンセプトを引き継ぎ、
まち全体で実証実験を展開し、新たな価値・ビジネスを創出する「リ
ビングラボ」としてのまちづくり

○ 大阪府・大阪市・大阪公立大学・支援機関等との連携によるイノベー
ション誘発拠点の設置

○ マーケットサウンディングをふまえた事業者公募の条件整備



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 13

• 大阪スーパーシティ区域計画の策定に向け準備中

現 状

要望内容

○民間企業からモビリティやヘルスケア等に関する具体的な提案を広く
継続的に募集

○それらのビジネスやイノベーションを実現するため、大胆な規制緩和
の国への働きかけ

★



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 14

• 大阪府・大阪市・大阪商工会議所で構成する「実証事
業推進チーム大阪」は、全国に先駆けた、官民一体で
実証実験を支援する枠組み

現 状

要望内容

○実証支援にあわせて、3者が実施する関連支援施策をきめ細かに提供

○シンボル的な実証フィールドの提供、国内外から実証案件を呼び込むため
のＰＲ（実証実験のフィールドマップ作成等）

○実証企業への実証実験補助金の拡充、実証実験に協力する企業・団体等へ
の補助金の創設など支援策の拡充



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 15

• 大阪府・大阪市・大阪商工会議所が運営する「大阪外国企業誘致セン
ター(Ｏ－ＢＩＣ）」は、高い誘致実績をあげている

現 状

要望内容

○引き続き、オール大阪で外資誘致活動を強化するための、必要な予算措置
と連携強化



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 16

• シンガポール・タイ・ベトナムの会議所とともに
「日本アセアンビジネス促進プラットフォーム」を
2023年4月に設置

• 「グリーン」「スタートアップ」「販路開拓」等を
テーマにビジネス交流を展開

大商の取組

要望内容

○ 大阪・関西万博を機に、中小企業の海外展開や海外企業との貿易をより一層促進するため、
各国企業団の訪問（ミッション）受け入れやビジネス交流等を行う、大阪府、大阪市、国、
経済団体による連携体制の構築

○ 各主体が分担連携しながら、世界各国とのビジネス交流の推進が図れるよう、2024年度、
2025年度と取り組みを拡大

★



Ⅱ 「成長産業」とその集積を促す「拠点整備」「進出促進」の一体的な振興

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 17

要望内容

○万博への出展・参画、万博に向けた実証実験等を行う日本企業が拠点を開
設・拡充する場合、また外国法人が万博の開催前後に事務所等を開設・拡
充する場合に対する税制優遇措置

○ 2023年度末で期限が切れる国際戦略総合特別区域計画における税制優遇措
置の延長

★



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上
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Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 19

要望内容

○大阪・関西万博を機に、サステナブルの視点
をふまえた新たな食基準の打ち出し

○大阪ヘルスケアパビリオンで、同基準による
創作料理を披露・提供する機会の創出

○大阪のまち全体を巨大なバルにみたて、様々
な拠点の多様な食の魅力発信

★



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 20

現 状

要望内容

• アフターコロナで急回復した旅行需要等を背景に、宿泊税が
堅調に推移

• これを有効活用して、万博開催後のさらなる集客ひいては企
業誘致につなげていくことが重要

○ 万博開催を直近に控える2024年度の宿泊税充当事業の
選定にあたっては、大胆な「万博シフト」の導入

○ 会場への水上航路を活用した「水都大阪」のＰＲ、各エリアマネジメント団体等がまちな
かで実施する万博関連イベントの一体的な情報発信など、万博来訪者の受入環境整備・戦
略的なプロモーションの推進

※ ★

万博会場を起点とした
水上ネットワークの構築



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 21

要望内容

○万博開催時に、公民連携でまちなかの
取り組みを一体的に発信する仕組みを、
2024年度から設置

○様々な主体による取り組みの情報収集、
エリアマネジメント団体とアイデア・
コンテンツを持つ団体とのマッチング

○万博のテーマにつながる取り組みや都
市魅力を効果的にアピールできる編集
と一体的な発信

万博開催時のまちなかの取り組みを
一体的に発信

★



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 22

大商の取組

要望内容

• 大阪府南部地域（泉州・南河内エリア）と大
阪都心南部（難波、新今宮、阿倍野・天王
寺・上本町エリア）を一体的な都市経済圏
「グレーターミナミ」と位置付け、域内の企
業・団体・大学等とともに、地域活性化プロ
ジェクトを推進

○大阪全体の経済発展、地域活性化のため、各
種施策において「グレーターミナミ」の考え
方を盛り込むなど連携の強化



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 23

要望内容

○「未来社会の実験場」をコンセプトとする大
阪・関西万博を好機として、多様な主体によ
る公共空間での賑わいづくりの促進

○万博開催期間に、制度利用の簡素化や規制緩
和（例：占用許可、水門航行申請等）を実験
的に推進

○その効果検証を行ったうえで、万博レガシー
としてその恒久化を検討

御堂筋の歩道を活用する
「御堂筋チャレンジ」



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 24

現 状

要望内容

• コロナ禍を経て、消費者が地元店舗・商店街の重要性・利便性を再認識し
つつある

○商店街等がエリアの価値向上にむけ実施する、地域の魅力の情報発信、バ
イローカル活動、新店舗の誘致等の取り組みの支援

○ 「大阪府商店街店舗魅力向上支援事業」（2022年度より実施）の継続、予算
確保



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 25

現 状

要望内容

• 地域商業の活性化のため、魅力ある店舗の創出とエリア価値向上に取
り組む地域商業の担い手やリーダー人材の発掘・育成が必要

○商店街再生事業実行委員会（大商、大阪市、大阪市商店会総連盟で構成）
の継続、予算確保

※※ ★



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 26

現 状

要望内容

• 商店街振興組合が実施する、アーケードの修繕や撤去等の環境整備事
業は、商店街振興組合の主体性を尊重しつつも、行政によるバック
アップが不可欠

○環境整備事業の予算の拡充



Ⅲ 万博に向けた都市魅力向上

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 27

現状・大商の取組

要望内容

• 2025年大阪・関西万博に合わせ国内外から多くの観光客を商店街に誘
客するには、多言語対応できるGoogle map等、スマートフォンで利用
できる情報システムが有効

• 2022年度より、商店街店舗のGoogle mapへの登録支援を実施

○Google mapを含む情報システムに商店街がとりまとめた各店舗の情報を登
録、更新する費用の支援

★



Ⅳ 中小企業の支援強化
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Ⅳ 中小企業の支援強化

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 29

現 状

要望内容

• エネルギー・原材料価格の高騰、深刻な人手不足、コロナ禍による借入金の返
済、インボイス制度など、小規模事業者は様々な課題に直面

• 企業成長に向けた事業の再構築と高付加価値化（自己変革）の促進も課題

• 商工会議所・商工会による各種支援事業の円滑かつ効果的な実施が求められる

○大阪府が商工会議所・商工会へ交付する小規模事業経営支援事業費補助金
の補助単価の引き上げとその予算総額の増額

※



Ⅳ 中小企業の支援強化

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 30

要望内容

• 従業員等への健康投資を行う「健康経営」は、従業員の活力向上や生
産性向上等の組織の活性化をもたらし、業績の向上にもつながる

• しかし大阪においては、中小企業が加盟する「協会けんぽ」の健診受
診率が低く、保険料率も高止まり（企業・従業員負担が大きい）

○大阪府内全体で、万博のレガシーとして、中小企業の健康経営と健康寿命
延伸を推進

★

現 状



Ⅳ 中小企業の支援強化

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 31

要望内容

• 人手不足が深刻化しており、大阪においても外国人材が活躍できる環
境整備が急務

○「ＯＳＡＫＡ外国人材受入促進・共生推進協議会」における住環境の整備
や日本語教育、行政手続き等の多言語化等への対応の推進

★

現 状



Ⅳ 中小企業の支援強化

大阪府・大阪市の
2024年度予算等への要望 32

現状・大商の取組

要望内容

• 万博に向けサイバー攻撃の増加が懸念されるなか、中小企業のサイバーセキュリティ対策
を促進し、サプライチェーン全体の強靭化が必要

• 中小企業のサイバーセキュリティ強化を支援するため、民間企業と連携し、監視、相談、
駆け付け、保険がパッケージ化された「商工会議所サイバーセキュリティお助け隊サービ
ス」を実施

○ 大商と連携し、大阪府内の中小企業、業種別組合、支援機関等を対象としたサイバーセ
キュリティの意識向上や対策強化を促すセミナーの開催

○ 中小企業向けの「サイバーセキュリティお助け隊サービス」等施策の周知

○ サイバーセキュリティ対策を導入するための補助制度の整備

★
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